
３５年間勤めた会社を退職し、親戚も友人も居ないえびの市を終の棲家と定め暮らし始めて８年

目になりました。会社員の頃は電力の安定供給のために精一杯頑張ってきたので、退職後はのんび

りしようと考えていました。

しかし、母を看取り日々の生活が落ち着いた頃から、えびの市のことを知りたくなり、市役所が

募集する審議会委員等をさせていただくようになりました。また、市議会でどのような議論がなさ

れているのか興味を持ち、何度か傍聴もしました。 その経験を通じて、市役所の仕事や市議会に

改善の必要があることを痛感する一方で、私に何が出来るのだろうかと考え、成果をあげることの

困難さに思いを馳せ、無謀な挑戦は止めておこうと考えた時期もありました。

しかしながら、これから数十年間暮らし続けるであろうえびの市がもっと暮らしやすい町になる

ために、自分に出来ることをやってみたいという気持ちが高まり、えびの市を更に良くする活動を

始める決意を固めました。

親戚も、学生時代からの友人もいない中での挑戦です。

応援してくれる人が現時点でほとんど居ないということは、しがらみ無く議論をすることが出来

るということでもあります。

私が自分で考え、「おかしいのでは」と感じたことを率直に問題提議し、改善を働きかけること

で、えびの市を少しずつでもより良い方向に進めて行きたいと考えています。

あべてつみ後援会へのご支援をよろしくお願いいたします。

政治活動を始めるにあたり

えびのの

青い空が

大好きです
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えびの市議会を傍聴した経験をお持ちの方はご 知だと思いますが、えびの市では議 で議員

々が市 （ 行部）と 応 するだけで、議員間で討議することはありません。 々の議員が

ご自分の 張をし、それに し市 が に無 であることを しても、議員はご自分の 張を

何度も すという が けられます。これは、 々の議員 市 （ 行部）という みに

なっていることに え、市 （ 行部）から、議員の 問に する論点や 点を らかにするため

の 問がほとんど行 れていないためだと考えられます。よって、 後は市 （ 行部）も必要に

応じて議員に 問することや、議員間での討議を に取り れる事が まれます。そうする

ことで、議員の った 張が され、市議会での議論の が向 すると考えます。

えびの市議会 第１５ には、「議員 間の自 討議を中 に しなけれ ならな

い」と定められています。しかし、現 は議員間の自 討議は行 れていません。 さんが に

市議会を傍聴されれ お分かりいただけます。 、 度の議会を傍聴してみてください。

島 の会 市議会では議員間討議を り すうちに、会 や の いを り え、「市

の 」のために議員 が み るようになっているそうです 。そして、議会は市 （

行部）に して、議会として 提 を行うようになっているそうで、えびの市でもこのような議

会 を みたいものです。 「 方議員の問題」

－３－

成２９年度は７月２７日と３１日に、 の４ で議会 会が され

ました。 々の議員の考えは べないという でしたが、 さんは 々の議員さんの意 を き

たいと思いませんか。 成２９年９月 の での改善を期 したいと思います。 で

市議会議員の定数 や議員 の が話題に がることがあります。この を ス の

点だけでは 論を出せないことは、 もが できると思います。

この について な を せる市 は、議員を いて、現 では も居ないと思います。な

なら 、議員の人 が日頃どれだけの仕事を市 のためにしてくれているのか が分からない

からです。仕事を十分にしてくれていないなら は すべきだし、十分な仕事をしていただい

ているのなら の があっても良いのかもしれません。

えびの市では、市議会議員と市 との意 会が、 成２８年度は８月３日に ２

行 れましたが、 に年１ となっています。これでは少なす るのではないでし うか。

これまで、電話 などを通じていろいろな方の話を聴いてきました。

年のことですが、あるお母さんは高 験で頑張っている 供さんを応援しながら、 学時に

必要となる学生 や を うお の が出来ず まれていました。私は、進学を する中

学生が しさを に、高 進学を することの無いよう、支援を することが必要だと考え

ます。

また、自分の家が しいことを 生や の人 に ち けられずに、進学意 が無いと って

いるお さんがいるかもしれません。そのようなことが きないよう、進学を支援する 度を

させると に、 と 供たちに支援 度の内 を して 知することが必要だと考えます。

えびの市には 高 があり、自 から高 へ通学できる まれた があります。

進学を する中学生 員が高 へ進学できるよう、支援の更なる び支援 の 知 が

必要だと考えます。

なお、えびの市では 年の３月議会で、 成３０年度からの大学 学 を とした 学支度

の支援 度の が議決されたそうで しいことです。

議員さんが活動した び市 との意 を、定 議会終 の 度行うなど、議員と

市 との意 を することが、市 をさらに良くするために必要だと思います。
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－２－

改

「 興 」について、 成２９年１０月に市の に 問をしました。その時に感じたこと

などを７ページに しましたのでご さい。 で

これからの市議会議員に必要な 力は 提 力であるとい れています。この 提 を支

える が「行 の ェック」だと考えます。

えびの市議会 第１３ には、「議会は、市 等の事 の 行について、事 は事後に

する を する」、 び「市 に して市 等の事 の 行についての を らかに

する を する」と定められています。

市議会の である「行 の ェック」が、現 、十分に行 れているでし うか。

市議会を傍聴しても、えびの市議会だよりを ても、議員さんによる「行 の ェック」

が十分ではないように感じます。

市議会の「 ェック」が 十分だと感じた「市 等の事 の 行」の事 の一つが、 年

（ 成２８年）の に募集された「えびの市 興 定委 」です。この委 の

目 には、「 の現 や ー を らかにした で 来 ジ と方向 を した 興

を定め （ ）」と かれています。

この 定はえびの市の 来にとって大 なものだと考えますが、このような、えびの市の

来を する や の は、市役所の 来 であり すべき のものではないと考え

ます。

市役所の 来 として職員の人 の で し 行し、 した には し 後に活か

す知 を につけ、成 した には りと 成感を味 うなど、 と成 の経験を み る

ことで職員の 力向 をはかることが、 来のえびの市の力につながるのだと じます。

えびの市のホームページ（ 時）によると、この委 は、委 が ７ ０ と

なっていました。この 興 を 部委 することを、どのような で行 は決定したの

でし うか。

７ ０ もの大 を なくても、市役所職員や、えびの イ ク ブや 審議会等の

えびのの についての知 を持った人 が 力して 定するほうが、内 の した が

安 がりで出来たのではないでし うか。そして、この スを 一 の経験として し

験することで、 に する 着も高まり、 に する 成意 も高まったはずなのにと

でなりません。

また、 行を決定した市議会は、この 興 を市役所職員が してでも自力で

りあげることが ましいとは考えなかったのでし うか。

市議会はどのような議論を行って、この を したのか 問を感じます。

えびの市議会だより第１０８号を ても、この についての議論の は つけられません

私は、市議会において「行 の ェック」を更に することが必要だと思います。
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高 で 方 からえびのに って来た時に、 を出た に がる 島

の しい とえびの市の町 みの が大 きです。えびの市の での 力は かな自 と

にあると思います。えびの市の 力を活かした は、 の とは うえびの市 自のものなの

で、 続 のある として させることの出来る があると思います。

この の にもっと に取り べきではないでし うか。

私は、数年 に、市の である「えびの 内人 」に し、えびの市内には が興味

を持ちそうな 所が意 と いことに気 きました。そして、その くの 所で、 を え

れる が十分に出来ていないことを に思います。

島 の大 の 現に向けて がご 力されています。大 の を に

えびの市を れる が えるよう、 のうちに 大 （ ）を 定し すべきと

考えます。

－５－

2) のす に がる かな と を かした の

私の 大 は、 人 は少人数の ー を としています。 スで来られる

お も大 ですが、えびの市に り し来ていただける ー ーを やしたいのです。

ー ーとしての に んでいただくためには、「 度行ったらこれをしよう」、「この

は、ここに行こう」というように、いくつかの を 意すべきと考えます。

また、 行の しみの大きな要 に「 べ 」があります。

えびのの らしい を った、えびのでしか べられない目 料 を ることが を

やすために必要だと思います。私が んでいる島内では、 まで が されていました。

や 、 などのジ 料 、 や などの 料 など、 会の人 が べること

が出来ない料 を提供してはどうでし うか。 や は の が困難だということを

きますが、行 の支援があれ 出来るのではないでし うか。また、ジ や を った し

い料 の ス を くことで、えびの市の 料 を ることも考えられます。行 がする

ことではないと 定するのではなく、行 がどこまで支援出来るのかを考えてはどうでし うか。

会さんや さんたちと一 に 大 を したいのです。

を する の 上

えびの間などの高 スや の

えびの高 から の えびの間の ス 行

の開

に入るだけではない、 の 換（リピーターの 大 画）

び が を に ・ できる の

通の 町 間の ス

えびの高 から の えびの間の ス 行

の 等へ イク の

が しめる の開

や など 資 の （ 、 内 など）

と を の による ー の び み

内 を した ー 験 会の 「 の 」の として提

スの 少 行人員を 定し、 の事 で

数の ー 定 日ごとや ごとで による ー ーの び み

えびの市の人 少に 止めをかけるためには、えびの市での仕事（職）を やし、市 が暮らし

やすい町であると に、市 それ れが と をもてる町であることが必要だと考えます。

さんのお知 をお りしながら、えびの市に必要な 提 をしていきたいと考えています。

現時点での私の の中にある、 や を してみました。

も私と一 に や を考えてみませんか。

のご意 をお かせいただけれ ありがたいです。

な

島 の みを けた

良 な

内 の かで 味しい

人から け させてきた

島 の に する しい や自

良 な

な

島内

や など島 かりの

社

善

の さ や の など

の よりも高い出生率

てに した であること

の よりも い高

高 が暮らしやすい であること

高等学

えびの市固 の 資 のうち、 も自 できるのが な 、良 な 、高い で

はないでし うか。私は、えびの市の のためには、 の活 が だと考えます。

一方、これまで を支えてきた人 の高 により、 人 の 少、 の などに

より、えびの市での の 退が されているように感じます。

そのような中で取り べき 題として、私は の 人なのでこれから しないと かな

ことは えませんが、 の３つを考えました。

の集 大 による 経 の 進

えびの市 のブ 等による高 での 進

えびの などの 出の 進

の 代 代を に進めながら、これまで にえびの市の を 気にする

ことが、えびの市の人 の の一つだと考えています。

えびの市 の 良な を へ 出することについては、 スクの高いことが され、

えびの市内の 間 では 現が困難かもしれません。市役所が を し、 良な

の への 出について に 討するべきではないでし うか。

－４－
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1) の みを けた と水、 てきた を かした の



この資料は、私の考えていることを さんにお えするために りました。
この フ ッ の は私が 活動を始めた２０１７年４月に したもので、私の 活動

の 点です。 に しましたように、私は 後も 活動を 続する を決め、この フ ッ

を に り し んでいただけるよう改 １ として することとしました。

そして、４月の時点では できていなかったことを に しました。

えびの市の のために働かせていただきたい。

そのためには、私はえびの市のことをもっと学 なけれ なりません。

この フ ッ をお みいただいた 方のご ご のほどよろしくお願い し げます。

の に り 成 )

私は９月の市議会議員 において、 ５０ らずで 点となり落 しました。

しかし、「４００ を えるご支持をいただいたことを く け止めなさい」、「あなたの落 を がってる

人が いよ」、「この はしっかり応援するから頑張れ」というような けを くの方々からち うだいし、

えびの市をより良くするための 活動を 続する を決めました。

成２９年１０月１１日に市の を 、２ページに の「 興 」についてお して

きました。一市 としての私の 問にきちんと 応していただいたことに感 しています。

改
改

「 画」について、 会 の のないまま が 成され、 されていた

「 興 」 、「 」 は 成２９ ３３年度の５ 年 ですが、市議会への事 のない

まま、３月の定 議会で「 」 び「 成２９年度一 会 」 、「２９ 」 が審議 され

ていました。 来であれ 、「 」について事 に市議会に し、 後５年間の に る事 として

行 の に れがないかや、 する が かなどについて、市議会と行 とで意 し

た で 定すべきだったと考えます。 成２９年度にどの事 を するのかについても市議会としての意

を すべきと考えますが、議員の方から「 」の を める はありません 生 委員会

議事 で でした。

５ 年 である「 」については２９年度の 成 を始める に市議会の を け、その後

に、市議会からの意 や要 を り んだ「２９ 」を 定すべきだったと私は考えます。

を 行するに っての な を することが大 だと考えます。

「 画」を する の )が にされてない

「 」に されている を が、もしくはどの が するのか されていません。

成２９年度も 月が ましたが、 が着 に されているのだろうかと 問を感じます。

「 画 要」の の が れた

「 」は３月議会で され、４月には として 部 要 の ができたとのこと。

１０月１１日時点では されていなかったので、その をお しましたが、 な はもらえま

せんでした。 １０月中 に されました

「 興 要」の を市内 に する必要があるのかという 問もありますが、 する

目 で したのであれ 、 成後 やかに し市 の さんにお知らせすべきだったと思います。

会と )の切 が 要

「 興 」の事 は、市議会が市役所 行 の仕事を十分に ェック出来ていない です。

私が に えたいことは、市議会が市役所 行 の仕事を ェックし することが大 だというこ

とです。えびの市の のためには、市役所職員の さんに良い仕事をしていただく必要があります。

市議会が行 に改善提 をすることは、行 の仕事を は 定することではなく、市議会と行

が 力することで、えびの市を させることです。

行 の方には、市議会の意 を できるよう の を んでいただきたいし、市議会も行 か

ら れるような改善提 をして しいと願っています。

－７－

あべてつみ後援会へのお誘い

に った後援会 会 等を し を

会と )の切 が 要

えびの市では フが活 なように、 気に日々の生活を しんでいる高 の方が

いように感じます。自 会での支えあい事 、いきいき などの取 みもあり、えびの市

では高 が暮らしやすい くりがすでに出来ているように思います。

高 がさらに安 して暮らせるよう 通 の を提 したいと思います。

－ －

) が らしやすい くりの

日 で高 による の による事 が され、高 の が びかけられて

いますが、えびの市ではち っとした い をするのにも自 から までの のあることが く、

を しては生活し らい にあると思います。

えびの市では、 成２７年から ク ー 料 成事 が始まっており一定の成果が がって

いると思いますが、 成 は１ たり１０００ が なので 方になると も大きくなりま

す。

また、えびの市 の 数は 少していますが、まだし らくは高 の人 が える 向にある

そうです。そのため、高 等が無 をして の をしなくても、市役所や市 などの 要

点に行くことが出来るよう、 通の 町 間の スを３０分に１ 度まで する

よう 通に働きかけるべきではないでし うか。 通の が無 なら、 通の ス

時間の を する で、第 ク ーでの スの 行を考えても良いと思います。

私はえびの市で暮らすようになって ーでの し を数 く させていただいています。

ーの には もあり、 中学生 高 生にも に れて しい 所です。

しかし、 供たちが自分で ーに行きたいと考えても、現 では 通の ス 数が

少なく し らく、 、行きたいけれど行けないままということが きているように思うの

ですがいかがでし うか。

通の ス が 現すれ 、 え の人が市 に行く には、自

から の ス （ え 町 所）まで ク ーで行き、その後は スで へ行くということ

が になります。 スに り れた には １時間４０分 度 たないといけない現 では、

なかなか スを する気になれず、 スの も少ないのではないでし うか。

スの 行が３０分に１ 度あれ 、 々に スの は えてくるのではないでし うか。

つ に、 の えびの えびの高 間の スの 行を提 したいと思います。

通の 町 間の ス は、えびの市の を と えますが、これにえびの

高 を の が必要だと思います。この が出来れ 、えびの市の 部に ま れている

人 が、 町 間の ス へつながり しやすくなります。

また、えびの市を れる が、社会 の高 に い イ ーではなく高 ス等で来る

人が えることが考えられます。現 、えびの高 には３ １１月の 日 日に 市から 経

の スが 行されているようですが、えびの市からの 通 の はないので、えびの高 に来た

の大 が 市 は 市へ れてしまうのではないでし うか。

そこで、 の えびのから 経 でえびの高 まで スを 行することで、

の が に向 し、えびの高 を れる をえびの市に しやすくなります。

えびの高 から の えびのまで来た は、えびの市内の に まったり、 された

通 スを して などの を れ くなると期 できると思いませんか。

をえびの市内のいろいろな 所に することによって、えびの市の 力を してもら

いながら、所々で い をしてもらうことが私の であり です。

の び の えびの えびの の の を
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成２５年 10月 家 所 支部家事 委員

（ 成２９年３月 ）

成２ 年４月 高等 学 勤

成８年１０月 自 が目 の電話
（現 も月１ 、 で活動中。 成 29
年 3月で活動 ８００日に ）

成２ 年２月 えびの市 審議会委員（ 期２年）

成２ 年 10月 えびの市事 事 部

成２７年７月 えびの市まち と しごと 生 進

会議委員 （ 成２９年３月）

成２７年８月 えびの市 議会委員

（ 期３年）

成 ５年 ７月 第１ 電気

成１ 年１０月 第１ 生

成２０年１１月 内部

〒８８９－４１５２

えびの市大字島内１１７２－１５

代表 あべてつみ（阿部哲己）

電話（ＦＡＸ） ０９８４－４８－００４４

ホームページ http://www.abetetsumi.com

フェイスブックページ

https://www.facebook.com/abekouenkai/
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第１ 会は「あべてつみ後援会」と し、
事 所をえびの市に く。

第２ 会は、阿部哲己の 活動を支援する
ことにより、えびの市の人 をはかる
ことを目 とする。

第３ 会は、 の事 を行う。
１ 、経 、 等 分 の
２ の 行等 活動
３ 会、 会、 会等の
４ その 、 会の目 成のために必要な事

第４ 会の会員は、この会の目 に する
人 び （ 人）とする。

第５ 会に、 の役員を く。
１ 代表 １
２ 代表 １
３ 会 １

第 代表は会 を し、この会を代表する。
２ 代表は、代表に事 あるときはその職 を

代行する。
３ 会 は、 会の会 を行う。

第７ 会議は、 会 び役員会とし、代表が
これを 集する。

第８ 会の経 は、 等をもってこれに
あてる。

第９ 会の会 年度は、 年１月１日に始まり、
１２月３１日までとする。

第１０ この は、 成２９年４月２日から
する。

(フェイスブックを利用されていない方もご覧出来ます)

あべてつみ後援会

改訂１版
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